
大治小だより 
 

〇２学期始業式 ９月１日（月） 

  ４０日余りの夏休みが終わり、学校に子どもたちの声が戻ってきました。残暑の頃とは

言え、酷暑のような日が続きます。熱中症対策をしながらの学校生活です。２学期は、６

年生の修学旅行をはじめ、各学年の校外学習、そして、芸術鑑賞会も予定されています。

子どもたちの笑顔とともに、一日一日を大切に過ごしてまいります。２学期も、どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、始業式の前には、理科作品展の表彰を行いました。 

そして、始業式後には、校務主任の荒尾先生から、防災につ 

いてのお話がありました。翌日には避難訓練も予定されていま 

したので、何を目的にした避難訓練であるかなど、わかりやす 

くお話をしてもらいました。 

 

〇避難訓練 ９月２日（火） 

緊急地震速報が入り、実際に地震が起き避難をするといった想定で行いました。 

今回は、液状化現象や津波の恐れから、今いる位置よりも少しでも高い場所への「垂 

直避難」を目的とした訓練でした。 

 「お・は・し・も」の約束を守り、素早く３階へ移動をする子どもたちの姿がみられ 

ました。 

「いざ」というときの備えは、日頃から、そしご家庭や地域でも子どもたちと一緒に 

話題にしていただけると幸いです。 

目指す子どもの姿：「よく考える子・思いやりのある子・がんばりぬく子」令和７年９月２日 

【始業式の校長講話】 

どんな夏休みでしたか？ 

２学期のスタートにみなさんへ紹介したい言葉があります。 

神奈川県の中学校で、体育の教師をしてみえた『腰塚勇人さん』の「５つの誓い」です。 

 

『５つの誓い』 

１ 「口」は、人を励ます言葉や感謝の言葉を言うために使おう 

２ 「目」は、人のよいところを見るために使おう 

３ 「耳」は、人の言葉を最後まで聴いてあげるために使おう 

４ 「手・足」は、人を助けるために使おう 

５ 「心」は、人の痛みがわかるために使おう 

 

 腰塚さんは、事故で首を骨折し、体を動かすことができなくなり、生きる意欲を失いかけたそう

です。それでも、周囲の人たちの支えによって、ありのままの自分を大切にし、チャレンジし、「命

が喜ぶ生き方」を求めるまでに、心も体も立ち直ることができたそうです。そうした人生経験をさ

れた腰塚さんが語られた言葉です。 

 

 皆さんには、今日からの学校生活で、気持ちも新たに、そして、自分なりの「意欲」をもって、

一つ一つ取り組んでいってほしい、そんな願いを込めてこの腰塚さんの「５つの誓い」を紹介させ

てもらいました。 

理科作品表彰の様子 

リモートでの始業式の様子

科作品の表彰の 


